
機密性○Parties outside the secret

「「未来の教室」実証事業」の委託事業者公募
(経済産業省:平成 31 年度「学びと社会の連携促進事業(「未来の教室」(学びの場)創出事業)」)

「 観光予報プラットフォーム ✖ 教育 」
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感動のそばに、いつも。
をブランドスローガンに掲げ、「お客様に
感動を提供するため、近しい存在であり続
けること」「お客様が感動で満ち⾜りたと
き、その傍には私たちがいること」を約束
します。

また、2018年4⽉より新たな事業ドメイン
として、「交流創造事業〜JTBならではの
ソリューション(商品・サービス・情報お
よび仕組み)の提供により、地球を舞台に
あらゆる交流を創造し、お客様の感動・共
感を呼び起こすこと」を掲げ、グループを
あげて「第三の創業〜ソリューションモデ
ルへの進化」にチェレンジして参ります。

「観光ビッグデータ（観光予報プラットフォーム）」と
「学び」繋ぐ『実践型観光教育モデル』の構築

観光ビッグデータ（観光予報プラットフォーム）を活⽤し
た『実践型観光教育モデル』を構築し、全国の⼩中⾼等学校
へ地域と連携しての提供を⽬指しています。 『実践型観光
教育モデル』とは、いつでも、だれでも、どこでも気軽に⾃
分のレベルに合わせて「観光」をテーマに「産業ビックデー
タ」を学べる「未来の学習」環境の提供です。

この「未来の学習」では、『観光教育⽤教材アプリ』を作
成・活⽤し、⼩学校から⾼校までを基本に専⾨学校や⼤学ま
で、段階的に観光産業の知識や、観光産業の構造に関する知
識を習得するだけでなく、仮想旅⾏や観光政策の検討など、
観光に関する取り組みを⾏うことで、地域にどのような経済
波及効果をもたらすのかを、「気づき」から楽しみを「発
⾒」しながら学ぶことのできる教育環境の実現を⽬指してい
きます。

事業者概要 採択事業概要
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■事業概要
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全国の学校で
観光ビッグデータを活⽤した『実践型観光教育モデル』を構築し、全国の⼩中⾼等学校・専⾨学校・⼤学へ提供。
いつでも、誰でも、どこでも「観光」をテーマに「ビックデータ」が、学べる「未来の学習」環境を提供。

１．事業の概要

（１）事業の背景

■観光産業の実態
ü 全国の観光産業は、多数の中⼩サービス事業者で構成されている。この中⼩サービス事業者の経営基盤は脆弱であり、観光産業への若い⼈材による新しい発想

での取組が必要となっている。観光政策では、データに基づく効果的な取組みを考え、様々な社会環境に効率的に正対することが必要となっている。

■産業に関するデータ活⽤の動向
ü ビックデータの活⽤による「産業の変化」と「⽣活の変化」には、「観光」に関するビックデータから学ぶのが最適であり、平成32年から⼩学5年⽣の社会科

では「ビックデータ」を学ぶ教育環境が整うこととされている。
ü 宿泊実績（過去）、宿泊予約（未来）データ、さらに地域の観光資源と観光サービスに関する情報を収録する『観光予報プラットフォーム』が市区町村を中⼼

に活⽤されています。登録しての利⽤者は1万⼈を超え、年間200万回以上のＡＰＩ呼び出しがされており、地域観光のプロ（DMO・旅⾏事業者・サービス事業
者・宿泊施設・観光協会など）など、⼀般社会でも観光教育の需要が発⽣しつつあるものと考えられます。

ü 各地域の観光に携わる事業者の多くは、経験に基づく肌感覚の中で、様々な取り組みが模索され、失敗と成功が繰り返えされています。これからの観光振興は、
経験だけなく、データに基づく効果的な取組みを考え、激化する競争に⽣き抜いていくことが必要である。そこで、世の中にあふれるオープンデータを⾒て、
考えることを知り、観光産業を先導する⼈材育成が必要であり、宿泊実績・予約データ、さらには地域の観光資源・サービスに関するデータを収録する『観光
予報プラットフォーム』を活⽤し、旅⾏のプロフェッショナルのコラボにより観光（社会）を軸としたSTEAM教育を実践する。

ü 以上を踏まえ本事業での観光教育は、⼀過性のものではなく、⼩学校・中学校・⾼等学校の社会科などの継続的な授業を通じて観光に携わる⼈材育成すること
を⽬指し、各教育課程での教育指導要領も踏まえつつ、観光教育のあり⽅を模索していく。

⽬標
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１．事業の概要

（２）事業の⽬的

｢観光｣学習＝｢地域探求｣学習

l 『観光』とは、その地域に特有の気象条件、地形、⾃然、歴史、伝統･⽂化、料理などが特徴的であることで成り⽴っています。わが国では、地域それぞれに固
有の特性があり、ゆえに、『観光』について学ぶことは、その『地域』について学ぶことであり、発達期である⼩・中・⾼校⽣にとって、⾼い関⼼が期待できる。

l 本事業では、観光をきっかけに、社会だけでなく、理科、数学、地理など多様な探求型の学習を促すことのできるアプリの開発、学習プログラムを構築し、全国
どこでもできる学習環境を整えることを⽬的としています。

⼦どもたちに関⼼の⾼い地域の「観光」を⼊⼝にした、
全国のどこでも学べる観光ビックデータから学ぶ観光マーケティングとSTEAM教育の実践と確⽴

『観光』＋「ビッグデータ」による
STEAM教育のアプリの開発

いつでも全国の学校が利⽤できる
教育プラットフォームの実現

持続可能なサービス提供体制の構築
（産業界（地域）と学校が連携した学びの場の提供）

OUT
PUT

l 地理学、統計学（数学）、気象学（理科）が
学ぶことのできるアプリ

l アプリの取扱い説明書

当該
事業
での
⽬標

ü 観光を⼊⼝に、2018年度に開発した観光学習
（社会）に加え、統計学（数学）、気象学（理
科）、地理学が学ぶことのできるアプリを開発。

ü アプリでは、学習が⾏われる地域の特性が反映
されるよう、各地域（市区町村別）のデータを
利⽤し、児童・⽣徒の地域への興味を醸成

l 分野別の学習プログラムの構築
l 分野別の指導書・授業に活⽤できる副読本を

作成、映像（ティチングTip）

ü 各分野の有識者、STEAM教育を推進する有識
者の知⾒を得て、アプリを利⽤した個別最適化
した学習プログラムを構築。

ü 各学習プログラムは、調べ学習に留まらない、
児童・⽣徒の関⼼度に応じて『探求学習』へと
つながるものとして構築。

ü 全国の学校での利⽤を想定し、汎⽤性を考慮し、
指導書・副読本を作成。

l 分野別の学習プログラムの構築
l 分野別の指導書・授業に活⽤できる副読本を

作成、

ü 多様な学問の視点から『観光』への関⼼を⾼め、
データを活⽤したマーケティング施策など、
「稼ぐ⼒」を⽣み出せる⼈材の育成を図るため、
各学校での学習を観光の専⾨的視点からバック
アップする体制を構築。

STEAM教育 STEAM 
Library
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１．事業の概要

（２）事業の内容

『観光』＋「ビッグデータ」による
STEAM教育のアプリの開発

STEAM教育⽤アプリの構成

ü 観光予報プラットフォーム内に蓄積
する観光関連のビッグデータを活⽤
し、「観光」を⼊⼝に、統計・数学
の学習が可能なアプリを開発する。

ü 統計・数学以外にも興味関⼼を抱か
せ、４つの教科に対応するアプリと
する。

ü 各教科におけるポイント学習を通じ
て、観光を始めとする地域産業の動
向を解析することのできる⼒、気象
や地理がどう地域の⽣活（産業）と
関りをもっているのかを解析するの
できる⼒など、就業時において実践
⼒のある⼈材育成を⽬指す。

観光予報プラットフォーム
BIGDATA

（宿泊データ､宿泊予約データ､観光資源データ）
気象関連データ、RESASデータ
その他データ(産業連関表など）

社会科⽤アプリ
街の特徴を調べ、旅⾏プランを作
成し、その経済効果を推定する繰
り返しワーキングアプリ
※昨年度作成アプリを拡充

理科（気象学習）⽤アプリ
各地域の気象を調べ、その特徴が観光
にどのように影響しているのか、気象
を活かすにはどうすべきかを学習する
アプリ

統計・数学⽤アプリ
様々なデータを把握し、例えば宿泊者
数にはどのような要素が影響している
のか、統計・回帰等の学習を通じて地
域の特性を学ぶアプリ

地理⽤アプリ
都道府県や市町村の位置を学習し、そ
の地域の地形特性や観光資源の⽴地状
況など、地理について学習するアプリ

※次年度以降に開発
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いつでも全国の学校が利⽤できる
教育プラットフォームの実現
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１．事業の概要

（２）事業の内容

学習プログラムの概要

❶様々なデータから、社会（主に観光）が⼀体どのように⾒えるかを学び、その原因を考え、裏付けすることを学習する（基本︓
集計的な統計データ）

❷『調べる』だけに留まらず、繰り返し学習などにより、⽬的とするものを試⾏錯誤しながら探し求めていく『探求学習』につながるプ
ログラムを構築します。

❸「観光」を⼊り⼝にするも数学（統計）・理科（気象）へ、STEAM教育への展開を念頭に学習プログラムを構築します。

数学（統計）⽤アプリ
様々なデータを把握し、例えば宿泊者数に
はどのような要素が影響しているのか、統
計・回帰等の学習を通じて地域の特性を学
ぶアプリ

ü 様々な地域データを集計して、その特徴
を把握する。

ü 他の地域と違うところは
⇒平均値・標準分散などを活⽤して

※アプリ利⽤（観光予報PF+REASAS）

ü 地域の観光客数は、どのような要因に
より影響を受けているのか︖
（気象︖、産業︖、その他︖）
⇒統計分析・回帰分析等

※アプリ利⽤（観光予報PF+REASAS）

ü 影響のある要因を特定し、その要因に
影響を与える取組みを考える。

※⾃主・共同学習
ü その取組みによる経済効果を推定し、

その効⽤度を評価する。
※アプリ利⽤

調べ学習 探求学習

社会科⽤アプリ
街の特徴を調べ、旅⾏プランを作成し、そ
の経済効果を推定する繰り返しワーキング
アプリ
※昨年度作成アプリを拡充

ü 街の特徴を調べる。
・どんな観光資源があるのか︖

⇒その特徴は。。
・どれだけの⼈が来ているのか︖

⇒どんな⼈が来ているのか︖
※アプリ利⽤

ü 街の特徴を踏まえて、観光の課題を考
える。

ü そして新たな取組みなどを考える。
※⾃主・共同学習

ü その取組みによる効果（経済効果）を
求め、トライアンドエラーで最適な取
組みへとブラッシュアップする。

※アプリ利⽤、⾃主・共同学習

理科（気象学習）⽤アプリ
各地域の気象を調べ、その特徴が観光にど
のように影響しているのか、気象を活かす
にはどうすべきかを学習するアプリ

ü ⽇本の気候について調べる。
ü 街の気象特性を調べる。

⇒他の地域に⽐べて特徴的なこと︖
ü 気象を活かした観光資源を調べる。
※アプリ利⽤

ü 気象を活かした観光でどれだけの⼈が
来ているのか︖

ü 気候変動による観光への影響は︖
⇒例︓雪が少なくなったら、どれだけ
の観光客が減る︖、経済への影響は︖

※アプリ利⽤

ü 気候を⽣かした観光資源づくりができ
ないか︖
⇒他都市事例を参考に。。

※⾃主･共同学習
ü これによる経済効果は︖
※⾃主･共同学習

新
た
に
取
組
む
こ
と

※学習プログラムは、各有識者のからのアドバイスを踏まえてブラッシュアップしていきます。
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１．事業の概要

（２）事業の内容

ü 学習プログラムの検討にあたっては、STEAM学習の展開全般に関するアドバイスを頂きつつ、当該事業において展開を想定している各教科（数学・理科）を専⾨
とする有識者により、学ぶべき内容のポイントを押さえた効率的な学習⽅法についてアドバイス頂き、学習プログラム案を作成します。

ü その上で、現場の教員とのディスカッションにより、児童・⽣徒の学習上のポイントを押さえたプログラムへと醸成していきます。

【アドバイスいただくこと】
ü STEAM学習の展開に関するアドバイス
ü 学習環境へのITの導⼊に関するアドバイス な

ど

東京⼤学
柴崎教授

気象庁

【専⾨領域】
ü ⼟⽊⼯学，地理学
ü センシング技術，状況認識技術，

⼈間⾏動分析，サービス⼯学，
空間データ基盤

【アドバイスいただくこと】
ü ⼩･中･⾼等学校の各⽔準に併せ

た学習内容
ü 学習過程でのポイント

【専⾨領域】
ü 気象観測、気象データの解析
ü 気象データのビジネス利⽤等
【アドバイスいただくこと】
ü ⼩･中･⾼等学校の各⽔準に併せ

た学習内容
ü 学習過程でのポイント

【専⾨領域】
ü ⼩･中･⾼等学校の各段階での教育

【アドバイスいただくこと】
ü ⼩･中･⾼等学校の各段階での学習⽅法

と学習指導要領との整合性
ü 児童・⽣徒に特性に併せた学習⼿順に

関するアドバイス

STEAM学習に関するアドバイザ 数学(統計学)・理科(気象学)に関するアドバイザ 各学校の先⽣

学習プログラムの検討
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持続可能なサービス提供体制の構築
（産業界（地域）と学校が連携した学びの場の提供）
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１．事業の概要

（２）事業の内容

サービス提供体制

全国の学校
（先⽣・⽣徒・PTA）

JTB全国
ネットワー
ク

地場産業（企業）
観光産業・旅⾏会社

「観光」を⽇本の基幹産業に︕

観光予報プラットフォーム
推進協議会

⾃治体
観光関連団体
ＤＭＯ

■⼩学校／中学校／⾼等学校といったレベルに応
じたUI/UXの切り替え

ü 学年などに合わせて、レベルを切り替え可能に
する。

ü 読み仮名、標記などの修正
ü 利⽤可能な機能の制限
ü レベルは個⼈単位の指定を可能にし、より⾼度

なチャレンジを可能にする。
■事務局機能の開発
ü 学校からの申込など、事務局で管理するための

機能を開発する。
■公開サイト機能の開発
ü 未来の教室を利⽤するユーザー間で、情報共有

や発表できるような公開サイト機能を開発する。
■ビジネスの⾃⾛を踏まえたサブスクリプショ

ン・モデルの展開
ü レベル×ID数といった課⾦モデルを意識したシ

ステム設計とする。

「ビッグデータの活⽤」と「観光への活⽤」
⇒データを活⽤しマーケティング施策を考える
⇒観光による「稼ぐ⼒」を⽣み出せる⼈材の育成

【観光情報をベースとした中⾼⽣向け学習パッケージ】の開発を次年度に向けて予定します。
本学習パッケージの⾃主開発を検討します。開発着⼿は検討段階を踏まえた上で着⼿することとし、次年度での実施もしくは中⽌の可能性もあります。
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２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討

○各地域の観光産業は、多数の中⼩企業で構成され
ています。そこでは、経験に基づく肌感覚の中で、
様々な取り組みが模索され、失敗と成功が繰り返
えられています。

〇これからの観光振興は、経験だけなく、データに
基づく効果的な取組みを考え、激化する競争に
勝っていくことが必要です。そこで、世の中にあ
ふれるオープンデータを⾒て、考えることを知り、
観光産業を先導する⼈材育成が必要であり、詳細
な宿泊実績データ、宿泊予約データ、さらには地
域の観光資源と観光サービスに関する資源データ
を収録する『観光予報プラットフォーム』を活⽤
し、旅⾏のプロフェッショナルのコラボにより観
光教育を実践することを⽬指します。

〇また、この事業で⽬指す観光教育は、⼀過性のも
のではなく、⼩学校・中学校・⾼等学校の社会科
などの継続的な授業の中で⼈材育成することを⽬
指しており、各教育課程での教育指導要領も踏ま
えつつ、観光教育のあり⽅を模索しています。

観光産業に関する事項 統計活⽤・コンピュータ
環境の活⽤に関する事項

レベル１
初級編
主に⼩学校
（５・６年⽣）

・我が国の産業の様⼦，産業と国⺠⽣活との関連につい
て理解できるようにし，我が国の産業の発展や社会の
情報化の進展に関⼼をもつようにする。

・社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球
儀，統計などの各種の基礎的資料を効果的に活⽤し，
社会的事象の意味について考える⼒，調べたことや考
えたことを表現する⼒を育てるようにする。

・学校図書館や公共図書館，コン
ピュータなどを活⽤して，資料の収
集・活⽤・整理などを⾏うようにす
ること。

レベル２
中級編
主に中学校

・地域の農業や⼯業などの産業に関する特⾊ある事象を
中核として，それを成⽴させている地理的諸条件と関
連付け，地域に果たす産業の役割やその動向は他の事
象との関連で変化するものであることなどについて考
える。

・⾝近な地域における諸事象を取り上げ，観察や調査な
どの活動を⾏い，⽣徒が⽣活している⼟地に対する理
解と関⼼を深めて地域の課題を⾒いだし，地域社会の
形成に参画しその発展に努⼒しようとする態度を養う
とともに，市町村規模の地域の調査を⾏う際の視点や
⽅法，地理的なまとめ⽅や発表の⽅法の基礎を⾝に付
けさせる。

・地域に関する情報の収集，処理に当
たっては，コンピュータや情報通信
ネットワークなどを積極的に活⽤す
るなどの⼯夫をすること。

レベル3
上級編

⾃治体・観光協会が政
策策定するレベル

主に⾼等学校・専⾨学
校・⼤学

(公⺠:政治･経済)

・社会の在り⽅に関わる現実社会の諸課題の解決に向け
て探究するための⼿掛かりとなる概念や理論などにつ
いて理解するとともに，諸資料から，社会の在り⽅に
関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を⾝
に付けるようにする。

・････中略････産業構造の変化と起業，歳⼊・歳出両⾯
での財政健全化，････中略････などについて，取り上
げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させて多
⾯的・多⾓的に考察，構想し，よりよい社会の在り⽅
についての⾃分の考えを説明，論述すること。

・情報の収集，処理や発表などに当
たっては，学校図書館や地域の公共
施設などを活⽤するとともに，コン
ピュータや情報通信ネットワークな
どの情報⼿段を積極的に活⽤し，指
導に⽣かすことで，⽣徒が主体的に
学習に取り組めるようにすること。

■指導要領の抜粋

（１）学習指導要領にみる観光教育のポイント
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２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討

①事業で⽬指す『観光教育のすがた』
○ 前項に⽰すように、⼩中⾼等学校の社会科等の課程の中では、産業構造

の把握する、産業を含む地域課題を⾒出し、地域社会の発展に努⼒しよ
うとする態度を養うなど、観光を始めとする産業に関する教育が必要と
されています。さらに、その教育⽅法は、コンピュータや情報通信ネッ
トワークなどを積極的に活⽤することも求められています。

〇 このことを踏まえ、当該事業での構築を⽬指す『観光教育』は、総合学
習の時間活⽤といった⼀過性の教育ではなく正規の授業の中での学習を
⽬指したSTEAM学習モデルの構築を⽬指しています。

社会科課程等の正規の授業の中での学習を⽬指した
STEAM学習モデルの構築

⽬標

②⼩・中・⾼等学校で連動した観光教育の全体スキーム
○ 各指導要領を踏まえ、それを観光産業の⾯から実現する学習内容とします。

〇 また、統計等の基礎資料やＰＣ環境を使いこなす能⼒を醸成すべく、観光予報プラットフォー
ム（統計データ）と、これと連動した環境教育⽤アプリを利⽤した学習スキームとします。

○ 我が国の産業の様⼦，産業と
国⺠⽣活との関連について理
解できる。

〇 社会的事象を具体的に調査す
る。

〇 統計などの各種の基礎的資料
を効果的に活⽤し，社会的事
象の意味を考える。

指
導
要
領

⼩学校5･6年

観
光
教
育
で
学
ぶ
こ
と

私たちが住む街の観光の魅⼒
（観光の様⼦）を知る

観光と地域産業との結びつき
を学ぶ

中学校 ⾼等学校
○ 産業に関する特⾊ある事象を

中核に，それを成⽴させてい
る地理的諸条件と関連付け，
地域に果たす産業の役割や動
向などを考える。

〇 情報の収集，処理は，コン
ピュータや情報通信ネット
ワークなどを活⽤する。

［政治・経済］
○ 社会の在り⽅に関わる現実社

会の諸課題の解決に向けて探
究するための⼿掛かりとなる
概念や理論を理解する。

〇 社会の在り⽅に関わる情報を
適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を⾝に付ける。

観光振興が地域経済に
どの程度影響するかを考える

知識を活かして観光
振興策を考え、現実
社会で実践する。

街の特徴を調べる
ＩＴ
活⽤
環境 データベース 旅観光予報プラットフォーム

（２）観光教育の全体スキームの検討

データ分析
旅で学ぶ地域経済
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２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討

○ 社会における指導要領では、統計資料の活⽤、情報の収集，処理に当
たっては，コンピュータや情報通信ネットワークなどを積極的活⽤が求
められています。

〇 このため、当該事業では、統計データベースである『観光予報プラット
フォーム』、及び観光予報プラットフォームと連動した『観光教育⽤ア
プリ（２種類）』を観光教育に活⽤することとします。

観光予報
プラット
フォーム
でできること

観光予報

観光予報では、地域（都道
府県・市区町村単位︓政令
指定都市は区単位まで）ご
とに過去の実績と現時点の
予約状況から、より確度の
⾼い地域ごとの宿泊予測動
向を⾒ることが可能となり
ます。

観光実績では「単純集計」
「クロス集計」「ランキン
グ」の３つの機能で、傾向と
対策の検討が可能です。
プロモーションを⾏う際、ベ
ストな時期、対象とすべき地
域、ターゲットの属性、都道
府県毎の集客ランキングなど
から有効な⽅法の検討がしや
すくなります。また「クロス
集計」機能を利⽤すれば、
データを絞り込んだ統計値を
把握できます。

地域のポテンシャル機能で
は、当該地域に対する観光
資源情報の参照が可能とな
ります。 観光地情報から
飲⾷店、⾏楽地情報に加え、
地域独⾃のイベント情報や
免税店など、国内旅⾏客に
加えて海外旅⾏客をター
ゲットとした施策に役⽴つ
資源情報の把握が可能です。

観光予報
プラット
フォーム
のデータ量

観光実績 地域のポ
テンシャ

ル

宿泊年 延べ宿泊数
2013年 約1,100万件
2014年 約2,200万件
2015年 約2,300万件
2016年 約2,200万件
2017年 約2,200万件

2018年〜 約1,400万件
合計 約11,400万件

■宿泊データ量（2018年8⽉30⽇時点） ■地域のポテンシャルデータ量
区分 データ量

観光資源関連
（⾒る､遊ぶ等の観光資源） 約27万件

インバウンド関連
（医療機関、フリーWIFI等） 約28万件

観光関連サービス
（観光案内、チケット等） 約4万件

その他 約1万件
合計 約60万件

①観光データベース(観光予報プラットフォーム)の概要

観光予報
プラット
フォーム
とは︖

観光予報プラットフォームとは、2013年1⽉1⽇以降
の約11,400万泊（2018年8⽉30⽇時点）以上の全国
各地の宿泊予約・実績データや宿泊客の属性等を、グ
ラフ等を⽤いて視覚的に提供しています。
また、過去の実績と予約状況をもとにした６か⽉先ま
での観光予報（観光地の混雑度合や、海外・国内から
の注⽬度、宿泊者数の推移予測等）を提供しています。
こうした観光に有効なデータを元に、「地域事業者や
施策を計画する⽅」に「事業に有効な最新データ」を
多⾔語で提供しています。

（３）観光教育に利⽤するＩＴ環境の検討
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２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討

〇 観光⼈材育成のための教育プロ
グラムで活⽤する『観光教育⽤
教材アプリ』の開発を⾏います。
『観光教育⽤教材アプリ』は、
⼩学校から⾼校まで、段階的に
観光産業に知識や、観光産業の
構造に関する知識を習得するだ
けでなく、観光に関する取り組
みを⾏うことで、地域にどのよ
うな効果をもたらすのかを楽し
みながら学ぶことのできるアプ
リです。

〇 アプリは、児童・⽣徒の「考え
る⼒」を醸成するため、ロープ
プレイング⽅式・シミュレー
ション⽅式を採⽤しつつも、
『観光予報プラットフォーム』
が保有する膨⼤な観光資源デー
タ、観光実績データを活⽤し、
シミュレーション機能を付加し
て、学習者個⼈の思考性が反映
されたアウトプットが可能とす
るものとします。

②観光教育⽤アプリの構築（概要）

観光予報PF
(地域資源データ)

どの観光地をまわる︖
移動はどうする︖

私たちの街の
観光の魅⼒を

知る

街の観光地を
巡るルートを

考える

ルートの中で
お⾦を使って

みる

使ったお⾦の
流れを確認す

る

私たちの街
の短所・⻑
所を考える

短所･⻑所
から観光振
興の取組を

考える

取組が地域
経済にどう
影響するか

考える

取組による
効果(経済
効果)を把

握する

取組によって観光需要は
UPするのか︖なにが伸びる︖
(⽇帰り・宿泊︖)

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

観光需要のUPによって、地域にどれぐら
いの経済効果をもたらすのか︖

旅の特徴を調べる
データ分析

旅で学ぶ
地域経済

移動、飲⾷、お⼟産
どうお⾦を使う︖

データ活⽤

連動

観光政策⽴案
⼈材の育成

(地公体･DMO等)

観光関連事業に
携わる⼈材育成

(宿泊・体験・飲⾷物販、観
光関連サービス業者)

観光関連データ
解析⼈材の育成
(ｼﾝｸﾀﾝｸ･観光系学識者)

観光分野で活躍する
⼈材を育成

観光予報PF
(宿泊実績データ)

旅⼈から 地域から

まちの観光の魅⼒
を知る

↓

観光と地域産業と
の結びつきを学ぶ

↓

観光振興が地域経
済にどの程度影響
するかを考える

データ活⽤

■今年度、実現したいこと
①旅⾏する⽴場でプランを作成し、それにと
もなう経済効果を提⽰する
②地域で迎える⽴場で取り組みを考え、効
果を設定し、その内容をもとに地域経済効
果をシミュレーション・提⽰する。
③双⽅の⽴場から、「観光」が「地域にもたら
す経済効果」を知り、「観光」が重要な産業
であることを気づいてもらう。

■将来的に実現したいこと
①旅をする際、どのようにしたら、より利便性、
楽しみが増えるかを合わせて考えられる仕組
みを導⼊
②取り組みに対する評価を、他の取り組み
内容や実績を踏まえて、判定できるようにす
る。
（AI・機械学習の導⼊など）
③地域経済効果を⾼めるためには、どの係
数（産業／所得など）に働きかけると、より
効果的になるかを考えられる仕組みを導⼊
④データ分析を基にした政策⽴案機能の充
実
取り組みによる需要予測を取り⼊れ、経済
効果だけでなく、他の指標（観光客数な
ど）の効果測定にも利⽤できるようにする。
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（４）観光教育プログラムの検討

〇 授業のポイントである「導⼊」、「展開」、「応⽤」のステップ、各年代に応じた観光授業におけるアウトプットをもとに、より効果的な成果導出の観点から、「観光予報プラット
フォーム」の実践的活⽤、観光のプロフェッショナルによるファシリテートを加味した観光教育プログラムを検討しています。

〇 『いつでも』、『思いついた時に』、『考えることができる』環境として、PC・スマホでデータ分析することのできる環境を提供し、分析能⼒を醸成します。

〇 基本的な観光教育プログラムの考え⽅は、以下に⽰す通りです。この考え⽅をもとに、別途選定する実証モデル校の教員と協議を重ね、観光教育プログラムを⽴案した。

⼩学校（⾼学年）向け 中学校・⾼等学校向け

応
⽤

展
開

導
⼊

[考える]
観光ルートをつくり、その効果を知ろう

【グループ討議】作成した観光ルート上での飲⾷・物販・移動での費
⽤を考え、それがどのように地域へ波及するのかを考える。

【グループ制作】以上の討議結果をもとに、⼀定条件（移動・泊まる
条件等）内で観光予報ＰＦで資源を確認して観光ルートマップ
を作る。

[調べる]
楽しみたい観光ルートを考える

【座学】⼈気のある観光地、施設だけでない四季の魅⼒、⾵物詩とな
る祭りなど、観光の魅⼒を学習。その上でどんな観光施設へ⾏
きたい︖。施設間の移動を含め観光ルートを考える。

【グループ討議】どんな観光がしたい︖。児童各々が考える魅⼒とは。
写真や動画を収録するＰＦで、その魅⼒を探り、その観光施設
への移動経路を考える。

[知る]
私たちのまちの観光資源を知る

【座学】観光ってなに︖。旅⾏のプロフェッショナルが紹介。Ｑ＆Ａ
式の座学で楽しく学習。

【グループ討議】私たちが住む街には、どんな観光資源があるの︖。
観光予報ＰＦ地域のポテンシャルで検索。

[考える]
課題解決の⽅法を考え、その効果を図る

【グループ討議】課題の背景は。旅⾏のプロフェッショナルが各グ
ループでファシリテートしながら深堀
その課題を解決するために必要な取り組みを討議

【発表とまとめ】取り組みをそれぞれ発表。意⾒交換をしながらブ
ラッシュアップ

[調べる]
観光需要を考え､まちの観光の課題を⾒つける

【座学】近年集客を伸ばしている観光地での取り組みを事例を交えて
紹介。

【グループ討議】私たちの街の観光には、何が⾜りない、伸ばしてい
くところ、ポイントは何か、観光予報ＰＦを活⽤し、わが町と、
⼈気のある観光地を⽐較して課題を⾒つける。

[知る]
観光の動向・ニーズを知る

【座学】国内各地の観光動向について学習。
訪⽇外国⼈の動向についても学習。

【グループ討議】私たちが住む街には、どんな⼈がどのくらい来てい
るのか、観光予報ＰＦを活⽤して調べ、その傾向をまとめる。

観光施策検討
効果分析ツール

・AIを活⽤した推計システ
ムを構築

［調べるフェーズ］
・観光需要に影響している
要因を探ることのできる
システムを提供

［探求フェーズ］
・考えた施策によりどの程
度の効果が得られるのか
を分析できるシステム提
供

疑似観光ルート
作成ツール

経路探索システム、産業連関
表と連動したシステム
［調べるフェーズ］
・観光資源を探し、資源間の
移動経路を検索、観光ルー
トを構築するシステム

［考えるフェーズ］
・観光ルート上の飲⾷・物
販・移動で消費をシミュ
レートし、その消費がどう
地域に波及するかを推計す
ることがシステム

観光予報PF利⽤
・観光予報を使って、地
域の資源を⾒る。

・⾏ってみたい観光資源
を探す

観光予報PF利⽤
・わが町、隣町の観光動
向を把握する。

①観光教育プログラムの基本的な考え⽅
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２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討

15

総合的学習の時間

項⽬ 内容 備考

1 全体授業① 来の教室学習プログラムの全体像レク・各選定地域が抱える問題の共有

2 全体授業② 現代･将来の社会経済におけるデータの⼤切さ・データ活⽤事例

3 通常授業① ビッグデータプラットフォームの使い⽅（観光予報プラットフォーム、DS、RESAS）※

実際にビッグデータを使う個⼈ワーク

4 グループワーク データから課題の抽出
グループごとに発表

5 グループワーク 街の特徴・課題を⾒つけ出そう

６ グループワーク 発表準備

７ グループワーク グループ別に取り組み成果を発表

８ 全体授業③ 全体発表

※タブレットを利⽤し、観光予報プラットフォームを活⽤

【プログラム⾻⼦】
STEP１︓現代社会におけるデータの⼤切さを知る（ビッグデータとは︖）

座学を中⼼に、現代・将来の社会におけるデータの⼤切さと、ビッグデータを活⽤した事例を、実際に⽣徒が⽣きたデータに触れながら知る
STEP２︓地域の観光への取り組み（施策）を調べる／地域が抱える問題にしたいし、課題を想定してみる。

座学とグループワークで、データが持つ意味を理解し、表現⽅法を学びながら題材都市の観光への取り組みとデータを照らし合わせてみる、
STEP３︓データを使って⾃分のアイディを整理して表現する。

グループワークでのディスカッションの結果をプレゼン（発表）⽤に取りまとめ、データを整理し、発表することにより、⼈前での表現⼒を養う。

レベル２（中学校程度）
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項⽬ 内容 備考

1 講演聴講 ・現代･将来の社会経済におけるデータの⼤切さを理解する。（東京⼤学 空間情報科学研究センター 柴崎教授）

2 講演聴講 ・横須賀市の観光実態と観光への取り組みを知る。（横須賀市観光課・JTB横須賀⽀店）

3

授業（数学）❶

・観光予報DS（Data Science）利⽤し、観光に関するデータの種類とその数値が⽰す意味を知る。（数学科 武富⽒）
・ビッグデータにみる横須賀の観光の実態をしる（株式会社コロプラ 酒井部⻑）

【グループワーク】
・データの特性分析、横須賀市の観光課題を討議する

4 政策検討❶ ・データにみる横須賀市の観光特性・課題を発表する
・各⾃でテーマを決め、チームを作る

5
政策検討❷

・観光への影響要因を探り、テーマを仮決定する
・予測した内容に対するデータを⾒つけ、テーマを実証する（数学科 武富⽒）
・講座の内容を踏まえて、須賀市の観光活性化への取組みについて検討する

6

中間プレゼン

・各チームから着⽬したデータとテーマを発表→ゲスト審査員の講評（3分×６チーム）

【ゲスト審査員】
・東京⼤学 柴崎教授
・経済産業省
・JTB横須賀⽀店

・発表後は、２年⽣が各チームに合流して意⾒交換する。

【テーマ】
世界はデータで動いている

【⽬標】
⽇本全国を同じ粒度で網羅したビックデータを使い、エビデンスを作成し、「表現」するチカラを養成する

２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討

16

授業プログラム

レベル３（⾼等学校程度）
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【テーマ】
世界はデータで動いている

【⽬標】
① 社会におけるデータの⼤切さを知る。 ④データから横須賀の観光に関する取組みの⽅向性を探る。
②⾃分が学ぶ地域の特⾊と政策を知る。 ⑤観光動向に影響を与えている要因を⾒つけ出す。
③観光に関するデータの種類とその数値が⽰す意味を知る。 ⑥取組による経済波及効果を試算し、効果的な取組を剣する。

② 課題意識を持ち、他者と協働して課題解決のために積極的な⾏動を⼼がける。

２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討

17

授業プログラム

レベル３（⾼等学校程度）

項⽬ 内容 備考

7

政策検討❸ ・横須賀市の観光活性化への具体の取組み内容の検討する。
・「発表」「表現」の仕⽅を⼯夫するする。

8 講演聴講 ・経済効果の波及の仕組み（学習内容︓産業分類の⽅法、地域経済の仕組み）を理解する。

政策検討❹ ・横須賀市の観光活性化への具体の取組み内容を検討する。

9

プレゼン

①提案導⼊プレゼンテーション
・チーム別に⽣徒がPPTを利⽤して発表

②ポスターセッション＆全体講評
・ポスターセッション ※チーム別に⽣徒が発表
・全体評価 ※チーム横並びでの評価･講評

10 総括 ・活動のとりまとめ
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ビッグデータとは何か︖STEP1

ビッグデータを活⽤できると何が良いのか︖STEP2

実際にビッグデータを活⽤して、街の魅⼒の発⾒、データを活⽤したマーケティング、観光による経済効果を考えるSTEP3

STEP1 STEP2 STEP3

「ビッグデータの活⽤」と「観光への活⽤」
⇒データを活⽤したマーケティング施策を考え、観光による「稼ぐ⼒」を⽣み出せる

⼈材の育成

学
習
内
容

「旅⾏」という「観光」の主要な素材をとりあげ
て、「観光」の対象となる地域を決めて、ビッグ
データを活⽤することで、マーケティング情報を
参照できることを知ってもらう。

そしてそれを知ることができるのが「ビッグデー
タ」による恩恵であることを知ってもらう。

その他活⽤されている「ビッグデータ」も紹介。

街の特徴を調べる／観光予報プラットフォーム
• 「未来の教室」授業⽤にアカウントを⽤意し

て、それを利⽤して、⾃分たちでしらべても
らう。

• どれぐらい宿泊客が来るのか︖
• どこから来ているのか︖
• どんな⼈が来るのか︖

「ビッグデータ」を⾒ると、「観光」における宿泊
客の動向を⾒れることは分かった。

その「ビッグデータ」を活⽤出来ると、何がうれし
いのかを知ってもらう。

ニュースや動画
• 予測ができたり、特徴を知れると何がうれしい

のかを知る
街の特徴を調べる／観光予報プラットフォーム
• 「観光予報」を⾒て、今後いつごろに宿泊客が

多く来る⽇があるかを予測する。
• 「観光実績」を⾒て、その街にはどんな⼈が来

るのかを⾒て、特徴を捉えてみる。

実際に｢ビッグデータ｣を活⽤し、観光施策を考える
①街の特徴を発⾒する。
• 宿泊者の傾向を知る
• ⾃分で旅を作ることで魅⼒を⾒つける
②もっと多くの⼈に来てもらうために、いつ、どんな⽅
法で、だれをターゲットにして、どんな施策をするかを
考える。
③予測と照らし合わせて、どの程度効果が⾒込めるかを
設定する。
④想定される経済効果を確認して、「観光」が地域に与
える恩恵を知る。

街の特徴を調べる
データ分析
• 街の魅⼒を知るため、⾃分たちで旅を作ってみる
• 街にある観光資源を知る、調べてみる
旅で学ぶ地域経済
• 街の特徴から、ターゲット（いつ、だれに）設定
• 街の特徴・魅⼒から、施策（どんなことを）設定
• 観光による地域経済効果を知る

ツ

ル

３．観光教育⽤プログラムの開発

（１）学習でのＩＴツール活⽤のねらい

18
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３．観光教育⽤プログラムの開発

ログイン

（２）プログラムの全体像

19

ログイン https://learning steam.kankouyohou.com/

mirai-t03

mirai2019&&&
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３．観光教育⽤プログラムの開発

Top画⾯

20

中学数学

⾼校数学（前半期） ⾼校数学
（後半期）

地理（気候）
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３．観光教育⽤プログラムの開発

Top画⾯

21

社会学（現代社会）を軸に、数学や地理などの学習
要素を盛り込み、複数教科の学習（復習）ができる
環境を整備 社会学

（現代社会）

数学
（統計･回帰･⾏列）

地理
（気象・気候）

21
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３．観光教育⽤プログラムの開発

22

街の特徴を調べる

22
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３．観光教育⽤プログラムの開発

街の特徴を調べる ①

23

RESAS
(地域経済分析システ
ム)

観光予報プラット
フォーム

観光予報ＤＳ
都
市
の
分
析
に

有
⽤
な
デ

タ
を
集
約

23
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３．観光教育⽤プログラムの開発

街の特徴を調べる ②

24

24
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３．観光教育⽤プログラムの開発

街の特徴を調べる ③

25

他の都市との⽐較

25
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３．観光教育⽤プログラムの開発

街の特徴を調べる ④

26

統計量の表⽰

26
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データ分析

３．観光教育⽤プログラムの開発

27

27
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３．観光教育⽤プログラムの開発

データ分析 ①

28

グラフを重ね合わせて関係性を分析

28
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３．観光教育⽤プログラムの開発

データ分析 ②

29

簡単に相関分析ができる環境を提供
分析期間を任意に設定可能

分析対象都市と他の都市の宿泊者数との相関分析も可能

宿泊者数×気象条件
での相関分析が可能

■観光予報DSでの相関分析の仕⽅

29
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３．観光教育⽤プログラムの開発

データ分析 ③

30

分析例 スキーで有名な栂池スキー場のある⼩⾕村は。。。

⻑野県⼩⾕村での[宿泊者数]×[気温・降雪量]の相関
●分析対象期間︓2018年12⽉〜2019年3⽉（４か⽉間）

弱いものの正の相関がみられる
降雪量が多い時、やや宿泊者数が多くなることを表
しています。

負の相関がみられる
気温が低い時、宿泊者数が多くなることを表していま
す。気温が低ければ、スキー場の雪質は︖

30
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旅で学ぶ地域経済

３．観光教育⽤プログラムの開発

31

31
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ①

32

ü 街の⻑所・短所を学習
ü 観光に影響を与えてい

る要因を学習
（各データの関係性）

ü 学習結果を活かし、
ü 観光施策をプランニング
ü それを繰り返し評価できる環

境を提供
※⽣徒の探求⼼の向上へ

32
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ②

33

プラン作成
（産業構造の学習）

効果分析
（経済波及の学習）

33
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ③

34

34
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ④

35

35
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ⑤

36

36
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ⑥

37

37
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ⑦

38

38
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ⑧

39

39
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ⑨

40

40
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３．観光教育⽤プログラムの開発

旅で学ぶ地域経済 ⑩

41

41
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２．全体スキーム

42

４．教育実証校の選定と実証

（１）実証校の選定

〇 観光教育を実践するモデル実証校の選定は、各学校との密な連携が重要かつ学校の先⽣⽅の協⼒が不可⽋となります。

〇 科⽬、総合学習の時間ともに、各学校ですでに授業がスタートしていることから、概ね学校・先⽣⽅の指導⽅針により決定されている状況にあります。このため、協⼒が得られそうな
各学校へ打診を⾏い、各学校にて協議の上、スケジュールが確保できそうな学校において実証を⾏うこととした。

中学校 ⾼等学校

麹町中学校

東京都千代⽥区平河町2-5-1
実証学年 ２年

私⽴三浦学苑⾼等学校
神奈川県横須賀市
⾐笠栄町3-80

実証学年 １・２年

【観光教育実践校】

〇 実践校へ本事業の⽬的や進め⽅等に関する説明会を実施しました。

〇 説明会は、過去の総合学習の時間における教育実践の経験を踏まえ、右図のフローに従って実施しました。

〇 特に、授業内容のプランニングは、対象教室の児童や⽣徒の学⼒、コミュニケーション⼒など特⾊を考慮するこ
とが重要であり、社会科を考える会、学校、担任の先⽣と密な協議を実施します。

〇 説明会へ、関係者の連絡調整、企画・運営、資料作成、議事録の作成を⾏います。

学校⻑との協議

授業実施対象教室の担任先⽣への主旨説明と
児童・⽣徒の特⾊に関する協議

担任先⽣との総合学習の時間を活⽤した授業プランの協議
（数回）

実施者、学校⻑・担任先⽣との授業内容確認

モデル授業の実施

（２）実証に関する説明会等の実施
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２．全体スキーム

43

５．モデル事業の実践

中学校（麹町中学校（千代⽥区））

【⽬標】
①現代社会におけるデータの⼤切さを知る（ビッグデータとは︖）
②地域の観光への取り組み（施策）を調べる
③地域が抱える問題にたいし、課題を想定してみる。
④データを使って⾃分のアイディアを整理して表現する。

【授業で⽤いた資料】
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レベル３（⾼等学校程度）

l 現代社会におけるデータの⼤切さを、ビッグデータを活⽤した例や、実際に地域の声を
l 聞きながら理解する。

全体レクリエーション 選定地域の紹介(千代田区との姉妹都市)）

・⽣徒が実施する⽬的
・ゴール(スケジュール)

【講座内容】

授業
⽬標

担当教員 株式会社JTB

第１回
1/17

０．あいさつ

１．選定地域の紹介（20分）
１）群⾺県嬬恋村
２）秋⽥県五城⽬町

２．JTBと地域に関して

１） JTBという会社 ・現状と課題 ・地域とのかかわりと事例

現代･将来の社会経済におけるデータの大切さ

東⼤ 柴崎教授・株式会社ＪＴＢ

１．講義「〜 世界はデータで動いている〜」
・現代･将来の社会経済におけるデータの⼤切さ（25分）
・動画視聴
・データの種類と活⽤事例

２ 講座「データ活⽤事例」
・ゑびや ・三浦学苑⾼等学校

【講座内容】

５．モデル事業の実践
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レベル３（⾼等学校程度）５．モデル事業の実践

全体レクリエーション
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レベル３（⾼等学校程度）

l 現代社会におけるデータの⼤切さを、ビッグデータを活⽤した例や、実際に地域の声を
l 聞きながら理解する。

全体レクリエーション 地域の観光への取組（施策）を調べてみる

・今⽇の⽬的の共有

オリエンテーション

【講座内容】

授業
⽬標

担当教員 株式会社JTB

第2回
2/5

１ 前回の振り返り
・嬬恋村と五城⽬町の紹介振り還り。
※キーワードとして意識させる。
『地理・交通』『観光地・観光素材』『気候』、『その他』
※問題提起1

観光客を誘客したいが、観光客が増加しない。何が課題かをグループ単位で出し合ってもらう。

２ グループワークによる課題の仮説の抽出
・地域の想定される課題を出し合う。

＜観点＞
①地理・交通
②観光地（観光素材）
③気候
④その他

・今⽇のまとめと次回のスケジュール

５．モデル事業の実践
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レベル３（⾼等学校程度）５．モデル事業の実践

グループワークによる課題の仮説の抽出
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レベル３（⾼等学校程度）

l ⾃分たちが考えた『宿泊者を増やすための課題』が、データを利⽤することに
l よって、根拠とともに⽰すことができるかを考える。

全体レクリエーション 地域が抱える問題に対し、課題を想定してみる

・今⽇の⽬的の共有
※前回のグループワークで出し合つた『宿泊者が増

やすための課題』に対し、実際にデータを使う
ことにより、課題として⽰せるかを考える

。アウトプットイメージ(ツアー企画)

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

担当教員 株式会社JTB

第3回
2/12

１ 観光予報プラットフオームDS等の使い⽅の説明
・課題の検証⽅法を事例とともに学ぶ
・データとして抽出できそうな課題とは?

※『根拠をデータを使って探す』ではなく『根拠となり得るデータの提供』する。
※⼈⽇、宿泊、気候のデータ検索⽅法を⽣徒と共に実演。

２ グループ毎に実際にデータを活⽤しながら、グループでどのデータを根拠として利⽤するか
・ターゲット:・家族?夫婦?外国⼈?
・季節:春?夏?秋?冬?
・ツアー内容(観光素材)は︖

・ 今⽇のまとめと次回のスケジュール

５．モデル事業の実践
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レベル３（⾼等学校程度）５．モデル事業の実践

GroupWork
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レベル３（⾼等学校程度）

l 実際にデータを利⽤することにより⾃分たちの考えるツアー(イベント)企画の中で、
l ターゲットと時期に対し、データによる根拠を⽰す(第3回継続〉

全体レクリエーション GroupWork

・今⽇の⽬的の共有
・アウトプットイメージ(ツアー企画)

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

担当教員 株式会社JTB

第4回
2/1４

１．街の特徴・課題を⾒つけ出そう
・街の特徴・課題を整理する。
・データを使って街の特徴・課題を表現する

２．データを利⽤してターゲットを決め、ツアーイベントを企画しよう。
・ターゲット:・家族?夫婦?外国⼈?
・季節:春?夏?秋?冬?
・ツアー内容(観光素材)は?

※グループ巡回の際、出来るだけ根拠の『⽢さ』や『他のデータの活⽤⽅』などをアドバイス
していく

・ 今⽇のまとめと次回のスケジュール

５．モデル事業の実践
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レベル３（⾼等学校程度）５．モデル事業の実践

GroupWork
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レベル３（⾼等学校程度）

l 社会におけるデータの⼤切さを、ビッグデータを活⽤した例や、実際に地域の声を
l 聞きながら理解する。

全体レクリエーション

・⽣徒が実施する⽬的
・ゴール(スケジュール)

オリエンテーション（5分）

授業
⽬標

担当教員

第５回
２/1９

５．モデル事業の実践

GroupWork

株式会社JTB

１．街の特徴・課題を⾒つけ出そう
・街の特徴・課題を整理する。
・データを使って街の特徴・課題を表現する

２．データを利⽤してターゲットを決め、ツアーイベントを企画しよう。
・最終的なポスター案にデータや課題についてまとめていく。
・ターゲット:・家族?夫婦?外国⼈?
・季節:春?夏?秋?冬?
・ツアー内容(観光素材)は?

・ 今⽇のまとめと次回のスケジュール
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レベル３（⾼等学校程度）５．モデル事業の実践

GroupWork
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レベル３（⾼等学校程度）

l 実際にデータを利⽤することにより⾃分たちの考えるツアー(イベント)企画の中で、
l ターゲットと時期に対し、データによる根拠を⽰す

全体レクリエーション GroupWork

・今⽇の⽬的の共有。
・最終発表シートイメージ(ポスター)
・27⽇のクラス発表に向けてのスケジュールの共有

【講座内容】※前回継続

授業
⽬標

担当教員

第6・７回
2/22・25

５．モデル事業の実践

オリエンテーション（5分）

１．街の特徴・課題を⾒つけ出そう
・街の特徴・課題を整理する。
・データを使って街の特徴・課題を表現する

２．データを利⽤してターゲットを決め、ツアーイベントを企画しよう。
・最終的なポスター案にデータや課題についてまとめていく。
・ターゲット:・家族?夫婦?外国⼈?
・季節:春?夏?秋?冬?
・ツアー内容(観光素材)は?

株式会社JTB

・ 今⽇のまとめと次回のスケジュール
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レベル３（⾼等学校程度）５．モデル事業の実践

GroupWork
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レベル３（⾼等学校程度）

l データを使って町の観光政策を疑問と合わせて⾃分なりにまとめてみる

全体レクリエーション クラス発表

・⽣徒が実施する⽬的
・ゴール(スケジュール)

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

担当教員 株式会社JTB

第８回
２/2７

５．モデル事業の実践

・ 今⽇のまとめ
・各発表に対するフィードバック

・グーループ発表
・各グループごとにまとめたシートに沿って発表
・評価シートで互いにフィードバック

【未来の教室】 麹町中学校 

ターゲットや時期が具体的に

表現されていたか

1 2 3 4

発表チーム名

選定地域

1 2 3 4 5
データが活用されているか

普通 ・・・・・

5

されていない ・・・・・ 普通 ・・・・・ されている

されていない ・・・・・ 普通 ・・・・・ されている

・・・・・ 分かりやすい

良かった点

おしかった点

されている

説明が分かりやすかったか
1 2 3 4 5

分からない ・・・・・ 普通

ツアー内容が具体的に表現

されていたか

1 2 3 4 5

されていない ・・・・・

〈配布した評価シート〉
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レベル３（⾼等学校程度）

クラス発表

５．モデル事業の実践
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レベル３（⾼等学校程度）

クラス発表

５．モデル事業の実践
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⾼等学校（三浦学苑（神奈川県横須賀市））

【⽬標】
①社会経済におけるデータの重要性を理解する。
②横須賀市の課題を理解する。
③統計を学び、データから地域を理解する。
④横須賀市の観光戦略・取り組みを考える。
⑤地域社会と観光との関係を知り分析から施策の効果からを考える。

【授業で⽤いたアプリ︓観光予報DS（Dste Sciens）】

２．全体スキーム５．モデル事業の実践
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２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討

60

レベル３（⾼等学校程度）

l 授業で⽬指すものを共有する。
l 社会におけるデータの⼤切さを知る。

全体レクリエーション（2分） 現代社会・経済におけるデータの⼤切さ（40分）

０．あいさつ

１．導⼊映像（5分程度）
〜現代社会の経済活動の動向とデータ活⽤の実態〜

２．現代社会の経済活動には、様々なデータが活⽤されている
例）＜経済活動の特性＞

〇 ⼈⼝減少期において企業間の競争は激化 ⇒ 商品・サービスの先鋭化が求められる時代へ
〇 顧客特性は常に変化 ⇒ ニーズの多様化、グローバル化等
※近年の動向について根拠となるデータを利⽤しつつ説明
＜データの必要性＞
〇 ニーズを的確に捉えるため、事業効率性を⾼めるためにデータは必要
〇 実際にどのようなデータが取り扱われているのか︖。
※データの活⽤事例等を紹介しつつ、データの必要性・有⽤性を説明

３．観光業界ではどのようなデータが求められ、使われているのか
例）〇 観光業界の現状を俯瞰的に捉えつつ、横須賀市にも着⽬し、市の観光が抱えている課題感を紹介

〇 課題感からどのようなデータが必要なのか、どんなデータがあるのか
〇 観光業界におけるデータ活⽤の実態
※横須賀市の課題への対応を意識したデータ活⽤事例を紹介

４．観光業界におけるデータ活⽤への課題
例）・ 経営者の⾼齢化による⼈材不⾜・能⼒不⾜

→データを扱える⼈材、地域固有のデータ蓄積が必要

１．「未来の教室」（学びの場）創出事業の概要説明
２．三浦学苑での実証で⽬指すもの
３．年間のスケジュール
４．その他

１．次回の授業内容

２．観光予報ＰＦについて（登録）

３．次回までの課題
・横須賀市・ＪＴＢ横浜⽀店への質問事項

４．その他

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

野櫻先⽣実施 柴崎先⽣講義

■利⽤する資料（教材等）
・未来の教室実証事業の概要説明資料
・講座資料

■利⽤する機器類
・タブレット（終了時オリエンテーションで利⽤）

第１回
11/2

５．モデル事業の実践
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レベル３（⾼等学校程度）

全体レクリエーション 現代社会・経済におけるデータの⼤切さ

５．モデル事業の実践
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１．横須賀市の概要
・位置、⼈⼝、産業指標等の基礎的内容
※タブレットを活⽤しつつ説明

２．講演者の紹介
・横須賀市観光課
・JTB横須賀⽀店

l ⾃分が学ぶ地域の特⾊と政策を知る
l 地域をデータで⾒てみる

全体レクリエーション（5分） 横須賀市の観光実態と観光への取り組み（40分）

１．わが国の観光の動向と将来への展望
講演者︓JTB横須賀⽀店
＜内 容＞

・ 旅⾏業界からみるわが国の観光の動向
（全国データから傾向をみる）

・ 横須賀市を含む関東圏の観光の動向と特徴
（横須賀市等と全国データの⽐較から市の特徴をみる）

・ 横須賀市・周辺市の⼈気のある観光資源
※観光予報ＰＦの「地域のポテンシャル」を

活⽤できないか︖
・ 旅⾏業界が抱えている課題と今後の取組の⽅向

２．横須賀市の観光の現状と取組み
講演者︓横須賀市観光課
＜内 容＞

・ 横須賀市の観光の特徴と動向
（市所有データをもとに動向を説明）

・ これまでの市の取組
（取組みによる効果（データ））

・ 今後の観光振興・地域活性化に向けた課題
・ これからの市の取組の⽅向

１．次回の授業内容

２．観光予報ＰＦについて（登録（再度））

３．その他

オリエンテーション（5分）

【講座内容（案）】

授業
⽬標

野櫻先⽣ 横須賀市・JTB横須賀⽀店

■利⽤する資料（教材等）
・講座資料（横須賀市・ＪＴＢ横須賀⽀店）

■利⽤する機器類
・タブレット（観光予報ＰＦ）
（全体オリエンテーション 市の概要説明で利⽤）

第2回
11/9

62

５．モデル事業の実践
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横須賀市の観光実態と観光への取り組み

●市の取組をデータで確認 ●横須賀の観光の取組を知る

５．モデル事業の実践
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l 観光に関するデータの種類とその数値が⽰す意味を知る
l データの表現⽅法（分析⽅法）を知る

全体レクリエーション（5分） 数学・統計（45分）

１．１及び２時限で実施する内容の説明

２．観光予報ＰＦ・REASAS等の概要説明
・観光予報ＰＦ
・REASAS

１．次回の授業内容
・Group Workは、時間外での⾃主学習を

促し、次週の発表に向けた整理を誘導。

２．その他

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

野櫻先⽣実施 数学科講義

１．統計・関数等・・・・観光予報DS（Data Science）利⽤のための授業
・ビッグデータの種類とそのデータがもつ意味
・観光動向を表現するデータを、観光予報ＰＦ・REASAS等に収録しているデータを⽤いて紹介（前授業

で提⽰の市データについても併せて紹介。データ取得のための調査⽅法や推計⽅法の違いなどを説明

データをさわり､横須賀の観光課題を⾒つける（45分）

１．データをさわろう、横須賀の観光課題を⾒つける
・アプリを使ってデータの特性分析、横須賀市の観光課題を討議 ※⾃主学習を促し、結果は次週に発

表

【GroupWork（⽣徒による⾃主学習）】
野櫻先⽣（実証チーム⽀援）

アプリ利⽤[街の特
徴]

・データのリスト
・グラフへの表現

■利⽤する資料（教材等）
・講座資料（１コマ⽬）
・ワークシート（２コマ⽬のとりまとめシート）

■利⽤する機器類
・タブレット（観光予報ＰＦ、REASAS）
・タブレット（アプリ利⽤）

ビッグデータにみる横須賀の観光の実態（45分）

株式会社コロプラ
【講座内容】
１．ビッグデータにみる横須賀の観光の実態

・ビッグデータの種類とそのデータが持つ意味（データ分布の傾向読み取り、平均・分散等の基礎指標学習）
・ＰＣによるデータハンドリング⽅法の学習（アプリを活⽤したデータ表現事例紹介）

第3回
11/11

５．モデル事業の実践
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数学・統計

65

５．モデル事業の実践
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ビッグデータにみる横須賀の観光の実態

66

５．モデル事業の実践
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データをさわり､横須賀の観光課題を⾒つける

67

５．モデル事業の実践
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１．発表⼿順の説明
・本⽇の時間割説明
・前回討議結果の集約
・課題の内容に応じた仮グループ分け

２．発表後のチーム決めについての説明

l 観光課題をデータで表現する。
l 横須賀での観光振興への取組を検討するテーマを⾒つけ出す。

全体レクリエーション（10分） Group Workでのまとめの発表（35分）

１．発表準備（15分）
・ 仮グループに分かれて発表準備
・ 発表⽤ワークシートの作成

↓

２．仮グループ単位での発表（15分︓2〜3分×5〜7グループ）
・ ワークシートを使って発表

↓

３．発表結果の講評（5分）
・ 野櫻先⽣による。

↓

４．観光施策検討に向けたグループの再編（調整）
・ 野櫻先⽣による誘導。
・ 時間迄実施
・各グループでSWOT分析を使って地域の強み弱みを抽出
・個⼈テーマを設定
・個⼈テーマを⾒せ合い。関⼼の誓い⼈でグループを再編

１．次回の授業内容

２．その他

オリエンテーション（5分）

【講座内容（案）】

授業
⽬標

野櫻先⽣ 野櫻先⽣

■利⽤する機器類
・タブレット（観光予報ＰＦ、REASAS）
・タブレット（アプリ利⽤）

第4回
11/16
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

Group Workでのまとめの発表

２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討 レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

Group Workでのまとめの発表

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

SWOT分析で地域の強み弱みの抽出

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

個⼈テーマの決定

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

チームの再編

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

１．前回の授業を受けたグループ分けの結果説明

２．本⽇の授業内容と

最終プレゼンまでの流れの再確認

l 観光動向に影響を与えている要因を⾒つけ出す。
l データから横須賀の観光に関する取組みの⽅向性を探る。

全体レクリエーション（5分） 観光への影響要因を探る（20分）

１．次回の授業内容

２．その他

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

野櫻先⽣ 野櫻先⽣

■利⽤する機器類
・タブレット（観光予報ＰＦ、REASAS）
・タブレット（アプリ利⽤）

１観光への影響要因を探る（観光を深堀りする）

・観光への影響要因とそれを表現するデータ
（データ分析、気候と観光(四季と観光、気候変動による影響)）

・その影響を数学的に説明する⽅法 （学習内容︓相関分析、⽅程式（回帰分析））

観光に関する取組テーマを決める（20分）

発表内容を集約しつつ、テーマを仮設定し、⽣徒による話し合いでチームメンバー決め
を⾏う。

【GroupWork（⽣徒による⾃主学習）】

野櫻先⽣（実証チーム⽀援）

アプリ利⽤[データ分
析]

・データの重ね合わせ
・相関分析、回帰分析

アプリ利⽤[データ分
析]

・データの重ね合わせ
・相関分析、回帰分析

第5回
12/7
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

観光への影響要因を探る

レベル３（⾼等学校程度）
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機密性○Parties outside the secret

観光に関する取組テーマを決める（20分）

２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討 レベル３（⾼等学校程度）
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機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

全体レクリエーション（5分） 観光への影響要因を探る（40分）

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

数学科教諭

（１） 数学（統計）×観光予報DS
① ⾃分たちの予測した内容に対して、どうデータを⾒つけるか
② データを並べたものから、どう予測しそれを実証していくか

第6回
12/10

１．実施する内容の説明

１．次回の授業内容

２．その他

野櫻先⽣

l 横須賀の観光戦略・取り組みを考えよう
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

全体レクリエーション（5分） 中間報告にむけたGroup Work

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

野櫻先⽣

（１）横須賀市の観光政策分析と横須賀市と似た市町村との⽐較
分析のグループ討議

（２）政策⽴案のためのブレスト
講座の内容を踏まえて、観光に影響している要因をグループで話し合いながら探る。
・発表に向け（作業すべきこと、アウトプットイメージを共有）
・講座の内容を踏まえて、グループで話し合いながら実践、横須賀市の観光活性化への取組みに

ついて検討

第7・8回
12/14・

17

１．次回の授業内容

２．その他

１．実施する内容の説明

野櫻先⽣

l 横須賀の観光戦略・取り組みを考えよう
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機密性○Parties outside the secret

中間報告にむけたGroup Work

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

中間報告にむけたGroup Work

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

l 取組テーマをもとに具体の内容をまとめる。
l 他チームの発表、⼆年⽣の講評をもとに具体の内容を深める

全体レクリエーション（5分） Group Workでのまとめの中間発表（35分）

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

野櫻先⽣ 野櫻先⽣

第9回
1/11

１．発表準備（10分）
・ チームに分かれて発表準備
・ 発表⽤シートの仕上げ

２．チーム単位での発表（20分︓3〜5分×5〜7グループ）
・ 発表⽤シートを使って発表
（発表項⽬）

ａ）私たちが考える横須賀の観光課題（データの裏付け） ※必
須

ｂ）取組みへの着眼点、取組テーマ ※必
須

ｃ）取組みテーマの具体化に向けて
※任意

３．発表結果の講評（5分）
・ ２年⽣による講評（代表者︓２〜３名）
・ 柴崎教授に総合講評

（審査）
柴崎先⽣ 経済産業省 横須賀市役所 JTB横須賀⽀店

４．２年⽣を交えた意⾒交換（10分）
・ 時間迄実施

アプリ利⽤[データ分
析]

・データの重ね合わせ
・相関分析、回帰分析

アプリ利⽤[街の特徴]
・データのリスト
・グラフへの表現

■利⽤する資料（教材等）
・ワークシート（発表⽀援⽤）

■利⽤する機器類
・タブレット（観光予報ＰＦ、REASAS）
・タブレット（アプリ利⽤）

１．発表⼿順の説明・本⽇の時間割説明
２．その他

１．次回以降〜最終発表までの授業内容の確認
２．その他
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

Group Workでのまとめの中間発表(チーム単位での発表)

２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討 レベル３（⾼等学校程度）

82



機密性○Parties outside the secret

Group Workでのまとめの中間発表(チーム単位での発表)

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

Group Workでのまとめの中間発表(発表結果の講評)

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

Group Workでのまとめの中間発表(２年⽣を交えた意⾒交換)

レベル３（⾼等学校程度）
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機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

１．本⽇の主旨説明
・時間割説明

２．その他
プレゼンの練習
・横須賀市の観光活性化への具体の取組み内容の検討
・「発表」「表現」の仕⽅

１．次回以降〜最終発表までの授業内容の再確認

２．その他

■利⽤する資料（教材等）
・前回発表資料
・スケジュール資料

■利⽤する機器類
・タブレット（観光予報ＰＦ、REASAS）
・タブレット（アプリ利⽤）

l 横須賀での観光振興への取組内容を深める

全体レクリエーション（5分） Group Work（40分）

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

野櫻先⽣ 野櫻先⽣

第10回
1/25
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機密性○Parties outside the secret

Group Work

レベル３（⾼等学校程度）

87

５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

１．本⽇の授業内容
２．最終プレゼンまでの流れの再確認 １．わが国の産業分類について

・ わが国の産業の分類⽅法（産業⼤分類、産業中分類、産業⼩分類など）について説明
・ 観光産業を抜き出し、観光客が⾏うそれぞれの消費⾏動が、どの産業の分類に該当するのか、具体の消費⾏

動を例に説明

２．観光産業とその他産業との結びつきについて
・ 観光客は⾏うそれぞれの消費⾏動（＝観光に関する⾏動）が、どのような産業と結びついているのかを説明

例）観光地での宿泊⇒農業・畜産等、⾷料加⼯、⽯油製品製造業、運輸等
※ アプリを使って複数例で説明（どのぐらいの割合で影響しているのか︖）

３．消費⾏動がもたらす経済効果について（地域経済の仕組み）
・ 経済波及効果の考え⽅

（⼀般的な捉え⽅︓コンサート鑑賞、観光客増などの事例で説明）
・ アプリを使い、１事例について実際に解析して説明１．次回の授業内容

最終プレゼンまでの流れのスケジュール
２．その他

アプリ利⽤[経済効果分
析]

・消費⾏動とその影響
・経済波及効果分析

■利⽤する資料（教材等）
・講座資料
・スケジュール資料

■利⽤する機器類
・タブレット（アプリ利⽤）

l 観光動向に影響を与えている要因を⾒つけ出す。
l データから横須賀の観光に関する取組みの⽅向性を探る。

全体レクリエーション（5分） 取組みによる社会へのインパクトを分析する（35分）

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

野櫻先⽣ 株式会社 創建

第11回
1/27
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機密性○Parties outside the secret

取組みによる社会へのインパクトを分析する（35分）

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

１．本⽇の時間割説明
２．その他

１．最終発表までの授業内容の再確認
２．その他

■利⽤する資料（教材等）
・発表⽤とりまとめワークシート
・スケジュール資料

■利⽤する機器類
・タブレット（観光予報ＰＦ、REASAS）
・タブレット（アプリ利⽤）

l 横須賀市の観光活性化への具体の取組み内容を整理する。
l 取組みによる経済波及効果を試算し、効果的な取組みへとブラッシュアップする。

全体レクリエーション（5分） Group Work（40分）

オリエンテーション（5分）

授業
⽬標

野櫻先⽣

第12・13回
2/1・8

〇横須賀市の観光活性化への具体の取組み内容の検討
〇発表⽤資料の作成

【講座内容】

野櫻先⽣

アプリ利⽤[データ分析]
・データの重ね合わせ
・相関分析、回帰分析

アプリ利⽤[街の特徴]
・データのリスト
・グラフへの表現

アプリ利⽤[経済効果分
析]

・消費⾏動とその影響
・経済波及効果分析
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機密性○Parties outside the secret

Group Work

レベル３（⾼等学校程度）
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機密性○Parties outside the secret

Group Work

レベル３（⾼等学校程度）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

１．本⽇の時間割説明
２．その他

１．あいさつ（経産省等）
２．記念撮影
３．その他（アンケート調査への協⼒依頼）

当該実証を評価するため、受講者全員へのアンケート、
インタビューを実施

１．提案導⼊プレゼンテーション
（15分︓2〜3分×5〜7グループ）

・ チーム別にPPTを利⽤して発表
↓

２．ポスターセッション（20分）
・ チーム別に⽣徒が発表
（発表項⽬）

ａ）私たちが考える横須賀の観光課題（データの裏付け）
ｂ）取組みへの着眼点、取組テーマ
ｃ）取組みの具体的提案
ｄ）取組みによる経済効果

↓

３．発表結果の講評（5分）
・ 野櫻先⽣による全体評価
・ゲストを代表としての講評（1名）

アプリ利⽤[評価機能]
・アプリの先⽣向け機能

（学習結果集約機能）
を活⽤

■利⽤する資料（教材等）
・発表会タイムスケジュール
・アンケート調査票

■利⽤する機器類
・タブレット（観光予報ＰＦ、REASAS）
・タブレット（アプリ利⽤）

審査
柴崎先⽣

株式会社 コロプラ
JTB株式会社
経済産業省

横須賀市役所

l 横須賀市へ観光活性化への取組を提案する。
l 旅のミライへ〜世界はデータで動いていた〜

全体レクリエーション（5分） 最終報告会

オリエンテーション（5分）

【講座内容】

授業
⽬標

野櫻先⽣ 野櫻先⽣

第14回
2/8
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

最終報告会（各企画のポスター）

レベル３（⾼等学校程度）

１．提案導⼊プレゼンテーション

↓

２．ポスターセッション（
94

５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（各企画のポスター）
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機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（提案導⼊プレゼンテーション）
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機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（ポスターセッション）
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機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（ポスターセッション）
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機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（ポスターセッション）
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機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（ポスターセッション）
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機密性○Parties outside the secret

２．教育環境における観光⼈材育成のための教育プログラムの検討 レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（ポスターセッション）

101



機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（ポスターセッション）
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５．モデル事業の実践



機密性○Parties outside the secret

(敬称略)
経済産業省
柴⽥、松野

東京⼤学
柴崎

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（講評）

・限られた時間の中でよく取り組んでいた
・もっと踏み込んだ検討があってもよかった。
・今回の学びをご今後に⽣かしてもらいたい。

経済産業省︓柴⽥様 株式会社 コロプラ︓酒井様

・早いうちからデータは触れることが重要。
・データの使い⽅を理解している⼈は少ない。
・データを読み解く⼒が必要。併せて、企画⼒、
発想⼒といった⼒も養ってもらいたい。
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機密性○Parties outside the secret

レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（講評）

(敬称略)
経済産業省
柴⽥、松野

東京⼤学
柴崎

横須賀市役所：砂川様

・横須賀の観光の弱みを解決できそうな提案があった。
・プレゼンを楽しそうにしていたのがよかった。
・内部でも皆さんの提案を共有していきたい。

・様々なデータを⾒て企画を考えたと思う。
・実際にやってみることも重要。
・インバウンドが増えているため、その点に着⽬す
るとより広がっていく思う。

JTB株式会社横須賀市店長：馬場様
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レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（講評）

横須賀市役所：砂川様

・⾯⽩い企画はデータからだけでは出てこない。
感性も、磨いていってもらいたい。
・何かアイディアを思いついたら、類似があるか
どうかなど競争がどうなっているのか、データを
把握する⼒を持てるとよい。

東京⼤学︓柴崎教授
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５．モデル事業の実践
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レベル３（⾼等学校程度）

最終報告会（結果発表）
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５．モデル事業の実践
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２．全体スキーム６．モデル事業による効果検証

（１）ふりかえりシートによる検証

ü 実証事業による全ての授業終了後に、右記に⽰す
「ふりかえりシート」を配布し、⽣徒の思考がど
のように変化してきるのかを把握した。
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■調査概要
未来の教室の取り組みを通して

１．今回の取り組んだ１年⽣（⾃分）に対してのフィードバックコメント（良かった点、頑張りが⾒えた点、⼤変そうだった点、
次回やるなら・・・等々）

２．Cheer upコメント

1・２年 名前
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２．全体スキーム
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６．モデル事業による効果検証

【ふりかえりシートの主な意⾒の分類】
三浦学園 １年⽣ 21名

■チーム運営について
・メンバーと活発に意⾒を交わせた。
・⾃分なりに状況を理解して、解決するため

にどうするべきか考えて動いていた。
・グループで進めるには、丁寧に情報を伝え

ないと相⼿が分からないと思った。

■データの表現について
・どのデータを使うのがベストなのか、適切

な⾒せ⽅は何かを考えて取り組んだ。
・ポスターセッションに向けて、数値の表現

の仕⽅を⼯夫し、より分かりやすくなるよ
うにした。

■観光戦略案の検討について
・横須賀の様々な場所に実際に⾜を運んで確

認した。
・考え続けた結果男⼥をがターゲットにした

「婚活」というテーマができた。
・グループの案の実現可能性をどう伝えるか、

苦しかったがどうにかやり切った。

■プレゼンについて
・データを提⽰する報告になってしまい、伝

わるプレゼンができていなかった。
・本番のポスターセッションでは、根拠デー

タを⽰し、⾒に来てくれた⼈との気持ちを
つかむことができた。

・質問を想定して臨むことができた。

■データ活⽤について
・企画の予算に関するがデータがもっとあっ

てもよかった。
・グループで出た意⾒の根拠となるデータを

集めることができた。
・データを活⽤し、実際の現場の状況を把握

することができた。

■科⽬の分野横断について
・次回取り組む際には、横須賀だけではなく

⽇本全体、世界の問題につながるような
データも使っていきたい。

・周りの地域とのつながりも考えて分析や⽐
較ができたらいい。

・SDGsの視点を持ってたらよいと思った。

28%

19%
21%

8%

15%

9%

チーム運営

観光戦略案の検討

データ活⽤

データの表現

プレゼン

科⽬の分野横断

（１）ふりかえりシートによる検証
■調査結果

ü 実証を通じて、三浦学苑⾼校における⽣徒の学習に向かう意識レベルは⾼い傾向にあった。
ü 現場に携わる事業者の講演、観光予報ＤＳの活⽤を通じて、⽣徒の思考深度は向上し、最

終の結果として、⽣徒の思考には『探求』対する意識醸成が形成された。
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２．全体スキーム６．モデル事業による効果検証

（２）アンケート調査による検証

ü ⼩学校、中学校、及び⾼等学校の観光教育に関する授
業を受講した全⽣徒を対象にアンケート調査を実施。

ü アンケートの内容については、各学校の教員との協議
により作成しており、⼀部で設問が異なっている。

【アンケート回収数】
中学校 （麹町中学校） 00名
⾼等学校（三浦学苑⾼等学校） 00名

※コロナウィルス感染拡⼤防⽌のため、
振り返り授業が延期となったため、後
⽇調査予定
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２．全体スキーム
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６．モデル事業による効果検証

（２）アンケート調査による検証

■データを⾒て分析することへの関⼼
0% 50% 100%

高等学校

中学校

とても関心を持った 関心を持った

あまり関心はない わからない

■データを活⽤することの重要性

0% 50% 100%

高等学校

中学校

データから取組みを考えることが重要

データと携わる人の知見の両方が重要

携わる人の知見を活かすことが重要

わからない

0% 20% 40% 60%

歴史に関心を持った

地理に関心を持った

社会に関心を持った

算数に関心を持った

データ ･Ｉ Ｔ に関心を持った

その他

高等学校 中学校

0% 50% 100%

高等学校

中学校

とても関心を持った 関心を持った

あまり関心はない わからない

■観光サービスに関わる職業への関⼼

■観光教育受講後の他の教科等への関⼼

※2019年度の結果
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２．全体スキーム
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７．実証の情報発信（効果的な観光教育に普及に向けて）

メディアへの露出状況

■神奈川新聞（2019.11.15） ■視覚カナロコWeb記事（2019.11.19）
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２．全体スキーム
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７．実証の情報発信（効果的な観光教育に普及に向けて）

メディアへの露出状況

■J:COMテレビ（2020.2.17
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２．全体スキーム
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８．実証総括

（１）Teaching Tips の作成

ü 当該実証の結果を踏まえた成果として、以下の学習⽤教材を作成し、いつでも全国の学校でSTEAM学習が実施できる環境を整えます。
ü これらの学習⽤教材は、ライブラリー構想を⾒据えた「それをみれば最低限の授業はできる」ためのコンテンツとして整理します。

STEAM学習⽤アプリ
（開発したプログラム）

STEAM学習⽤教材 授業サポート資料

l 社会(観光学習)、算数･数学(統計学)、理
科(気象学)に利⽤できるアプリ（STEAM
学習⽤アプリ）を成果として納品します。

l 各アプリは、観光予報プラットフォーム、
及び各教科で連動して開発することとして
おり、⼀体型のものとして納品します。

l 学習指導（案）
社会、算数･数学・理科の教科別の視点から、教
員向けの指導（案）を作成

l 副読書
アプリとの連動性を考慮した児童・⽣徒向けの副
読書を作成

l 学習動画
社会、算数･数学・理科の教科別に教員が具体の
授業の実施する際の参考となる動画（Teaching 
Tips）を制作

l 授業事例集
当該実証で実施する実際の授業の過程を整理した
授業事例集を作成。将来的には実際の授業蓄積を
もとに随時拡張を想定

ライブラリ構想へ反映

※各資料は、別途整理しています。
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２．全体スキーム
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８．実証総括

■揉め事の具体的内容

①限られた授業時間の中で、児童・⽣徒のグルー
プワークに⾃主学習に必要な時間を⼗分に確保
できなかった。（アプリを使った繰り返し学習
による探求学習の時間確保が不⼗分）
その結果、ルーブリックの達成状況がやや低い傾
向にあった。

（２）実証の結果

■想定される原因 ■対応策

①先⽣との授業プログラムの詳細な詰めが⼀部の
学校ではできず、授業の全体スケジュールにつ
いての精度が不⼗分であった・
加えて、インフルエンザ等の流⾏などにより、予
期しない休講が発⽣した。

①授業プログラム（簡易指導案）の精度向上に加
え、柔軟性を加味した検討が必要。
現時点での教材アプリは、各教科の復習・応⽤的
要素が強い。このため、正規の授業時間の中で、
基礎的な知識を学習できるよう、教科書と連動
した学習機能を拡充していくことが必要。

②先⽣による能動的取組みを促すことのできな
かった学校があり、事業者主体による授業⽀援
となり、本来の授業との連動性を確保できな
かった。

②授業の⽬的が早期に定まらず、授業プログラム
の合意形成に時間を要し、授業の主体者（先
⽣）が不明確となった。
結果として、学習指導要領との連動性も不⼗分で
あった。

③⼀部の学校では、⾃分たち（⽣徒）が何をすれ
ば良いのかへの理解が浸透せず、集中して授業
を受ける⽣徒と、そうでない⽣徒の混在し、授
業の進⾏に影響があった。

③⽣徒の興味を創出するための仕掛けが必要で
あった。
その上で、具体的なゴール（やること）の設定と、
その理解の醸成が必要であった。

④観光予報プラットフォームDSが活⽤が不⼗分で
あった。

④タブレットの⼀⼈１台体制を確保できなかった。

②⼩学校・中学校・⾼等学校の各レベルに応じた
本来授業（指導要領）を取り込んだモデル授業
プラグラムの準備が必要
このモデル授業プログラムをベースに、各学校に
応じたプログラムへと修正していく、授業構築
スキームとすることが必要

③課題認識を共有化するための授業導⼊時の⼯夫
と、それを踏まえた授業での⽬標（アウトプッ
ト）の明確化が必要。
⽬標を⽣徒に浸透させるための取組が必要（三浦
学苑⾼校では、各授業の冒頭に最終⽬標、今⽇の⽬標
を確認し、⽣徒への⽬標の確実なインプットを実現し、
段階的に授業を推進）

③GIGAスクール構想の実現が必要
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２．全体スキーム
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８．実証総括

■今回実施した落としどころ

■結果・成果

ü 教材アプリ『観光予報ＤＳ』の⽀援ツールとして、授業に活⽤できる副読書を作成し、STEAM学習で実施する教科（現代社会、数学、地理）の教科書と教
材アプリ『観光予報ＤＳ』との連動性を確保

ü 教材アプリ『観光予報ＤＳ』は、基礎知識の応⽤的利⽤による探求学習が⽬的である。このため、基礎知識を習得するための教科単元（数学等）のスケ
ジュールを⾒直し、探求学習の直前に基礎知識習得のための授業を⾏うなど、⽣徒の基礎知識の鮮度を確保

ü 予定スケジュール外での授業コマを確保し、探求学習の時間を確保

〇各実証校ともに、学習成果発表までたどり着くことができた。（データ根拠の深度はまだ浅いものの、データを活⽤したターゲット設定や、季節設定など、チーム
（⽣徒）なりに考え、表現することが出来た。）

〇三浦学苑⾼等学校では、社会・数学の指導要領と連動した取組を実現し、⽣徒の他教科への関⼼の向上、基礎的な知識習得に加え、社会⼈にとって必要なスキル
（提案能⼒、プレゼン能⼒など）の向上に寄与した。

※詳細は、「５．モデル事業の実施」を参照

ü 簡易指導案を教育コーチのアドバイスを受けながら事業チーム（JTB）で作成
ü 後の教員の主体性を醸成するため、授業終了後、先⽣とのショートMTGを開催し、次回の簡易指導案の⾻⼦を共有

ü ⽣徒の関⼼を⾼めるため、普段接して指導をしている教員ではなく、外部から講師という認識を⽣徒にもってもらうため、事業チーム（JTB）がメインとな
り、授業を進⾏。

ü 可能な限り事業チームが複数社・複数⼈員が参加し、個別に⽣徒へのアドバイスを実施

①

②

③
④
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８．実証総括

■『ツール』から『教材』へ
l 本事業で構築した【観光予報ＤＳ】は、各教科の授業の復習・応⽤に利⽤で

きる「ツール」である。今後は、授業の中で、各学習内容の基礎的知識の履
修時に活⽤できるアプリへの拡充していくことが必要である。

l これにより、本来の⽬的とする、ＩＴを活⽤することによる授業単元数の縮
減と、その縮減により⽣み出される時間（授業コマ）を活⽤した実践教育を
可能していく。

■全国各地の地域特性を任意に反映できる柔軟性の⾼いアプリへ

（３）今後の課題

ü 教科書で履修すべき基礎的学習要素のアプリへの取込み。
ü 個別の学習の結果を記録（保存）できる環境の拡充による探求学習

（繰り返し学習）ができる環境の構築。
ü 受講レベルにあわせたデフォルトのプログラムパッケージ（柔軟性を

確保）の検討、チュートリアル・類似地域の表記などの機能の追加
ü ＧＩＧＡスクール構想の実現

l わが国は、地理的要因、気候的要因から地域毎に多様な特性を有しており、
授業での実践性を向上させていくためには、その特性を適切に反映するため
のデータが求められる。

l 現在は、全国統⼀的に提供が可能なデータのみを収録するに留まっており、
今後は、地域データを任意に⼊⼒することができ環境、既存収録データとの
掛け合わせ分析ができる環境を整備し、地域特性に応じた学習ができる環境
を整えていくことが必要である。

ü 地域固有の任意のデータを取り込み、保存することのできる機能の追
加

ü 地域固有の任意のデータと、既存収録データ間の分析を、児童・⽣徒
の思考に併せて任意に掛け合わせができる機能の追加。

ü 地域毎に異なる全国データの整備（地域毎の産業連関表の整備等）

■学習の習熟度が評価できるアプリへ
l 「観光予報ＤＳ」では、STEAM教育が実践できるアプリとして、社会、数

学、地理の学習内容を取り込んでいるが、児童・⽣徒の習熟度を評価する機
能は未整備である。

l 教科書の内容に併せて児童・⽣徒の習熟度を評価する機能を追加し、児童・
⽣徒⾃らが⾃⾝の習熟状況を把握し、復習学習ができる環境を整備していく
ことが必要である。

ü 教科書の内容に併せて児童・⽣徒の習熟度を評価する機能の整備
ü 各児童・⽣徒のアプリの利⽤状況、各学習内容の理解状況を⾒える化、

集約する機能の整備（教員⽤機能）
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株式会社 創建
［プログラム制作］

株式会社 オープントーン
［アプリの開発・運⽤・保守］

事例集等とりまとめ責任者
東京グループマネージャー 所 功治

担当者
元永 愛菜

アプリ開発責任者
観光ビッグデータ事業部⻑ 畑中 貴之

システム担当リーダー
菱野孝史

担当者
奥寺真之

ＪＴＢ霞が関事業部
事業責任者（ 職員Ａ）
事業部⻑ ⼟⽥ 貴

会計・個⼈情報管理者
業務課⻑ 岡本俊也

事業責任者補助（労務管理）

営業⼀課⻑ 新⽥航

業務⽀援チーム
脇⽥・中島・牟⽥★（併任）

事業チーム 学校対応
霞が関事業部︓岡本・安海・⽵内（秀）
横須賀⽀店︓⽥中・池上
本社︓⼩林・来栖

社会科を考える会
（現役校⻑先⽣、⽂部科学省職員）

外注先

経済産業省
THE BOSTON CONSULTING GROUP

参考︓事業実施体制（最終）
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事業担当責任者（職員Ｂ）
営業開発プロデューサー
⾼知尾昌⾏


